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１．事業の概要

１）流域の概要・現状

木曽川の流域概要

位置図

三重県

愛知県

岐阜県

静岡県

福井県
長野県

木曽川は幹川流路延長229㎞、流域面積5,275㎞2の我が国有数の大河川。
流域市町村には、約235万人（20市13町4村）の人々が生活しており、この地域の産業・経済・社会・
文化の発展の基盤を築いてきた。

名古屋

※２出典：平成２７年国勢調査（総務省）

流域面積 5,725 ㎢

幹川流路延長 約 229 ㎞

流域市町村数 20 市 12 町 4 村

流域市町村人口 約 58 万人

5,275

丸山ダム（昭和31年3月完成）

20 市 13 町 4 村

約 235 万人

木曽川流域図

流域市町村人口

流域市町村数
※1

※1,2

※１流域市町村
（長野県） 上松町、南木曾町、木曽町、木祖村、王滝村、大桑村
（岐阜県） 高山市、中津川市、瑞浪市、恵那市、美濃加茂市、 可児市、郡上市、

下呂市、坂祝町、川辺町、七宗町、八百津町、白川町、東白川村、御嵩町、
関市、各務原市、岐阜市、岐南町、羽島市、海津市、笠松町

（愛知県） 犬山市、江南市、扶桑町、一宮市、稲沢市、愛西市、弥富市
（三重県） 桑名市、木曽岬町

1



（２）計画内容
○実施箇所（木曽川水系木曽川）：（左岸）岐阜県可児郡御嵩町 （右岸）岐阜県加茂郡八百津町

○計画内容
＜洪水調節＞

戦後最大の昭和58年9月洪水と同規模の洪水に対して、基準地点犬山において約3,200m3/sの流量を低減
させる。

＜流水の正常な機能の維持＞
1,500万m3の容量を用いて既得用水の取水の安定化及び河川環境の保全等のための流水を確保する。

＜発電＞
既設の丸山発電所及び新丸山発電所において発電を行う。

２）事業の目的及び計画内容

貯水池容量配分図

（１）事業の目的
■既設丸山ダムの再開発により、洪水調節機能を増強させ、木曽川中下流部の洪水氾濫から人々の暮らしを

守ると共に流水の正常な機能の維持及び発電を行う。

新丸山ダム完成前後のダムの諸元

丸山ダム 新丸山ダム 差分

形式
重力式

コンクリートダム
重力式

コンクリートダム
－

堤高 98.2 m 118.4 m 20.2 m

堤頂長 260.0m 340.6m 80.6m

流域面積 2,409 km2 2,409 km2 －

湛水面積 2.63 km2 3.68 km2 1.05 km2

総貯水容量 7,952 万m3 13,135 万m3 5,183 万m3

有効貯水容量 3,839万m3 9,022万m3 5,183万m3

※不特定容量・・・河川における流水の正常な機能を維持するために必要な容量

ダム天端 ＥＬ.190.0m

発電容量
1,822万㎥

堆砂容量 780万㎥

ｻｰﾁｬｰｼﾞ水位 EL.188.3m

常時満水位
EL.179.8m

最低水位
ＥＬ.170.8m

洪水調節容量
2,017万㎥

既設丸山ダム 新丸山ダム

嵩上げ高
20.2m

堆砂面
ＥＬ.144.0m

死水容量

3,333万㎥

堤高
118.4m

ダム天端 ＥＬ210.2m

ｻｰﾁｬｰｼﾞ水位 ＥＬ205.3m

常時満水位
EL.186.3m

ＥＬ.179.8m

予備放流方式

最低水位
ＥＬ.170.8m

（5700万m3＋1500万m3）

洪水調節容量
7,200万㎥

堆砂容量
4,113万㎥

不特定容量
1,500万㎥

発電容量
1,822万㎥
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しん まる やま

３）事業の効果１ 洪水調節機能の強化
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浸水想定面積／約2万ha

被 災 人 口／約36万人

被 災 家 屋 数／約13万世帯

対象洪水：昭和58年9月洪水

河道条件：整備計画河道

ダム条件：丸山ダム

対象洪水：昭和58年9月洪水

河道条件：整備計画河道

ダム条件：新丸山ダム



しん まる やま

３）事業の効果２ 流水の正常な機能の維持
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しん まる やま

３）事業の効果３ 発電の強化
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しん まる やま

昭和55年 4月 実施計画調査着手

昭和61年 4月 建設事業着手

平成 2年 5月 特定多目的ダム法の基本計画告示（事業費（約1,800億円）,工期（平成14年度））

平成 4年 3月 用地補償基準妥結

平成 4年 8月 水没地用地買収着手

平成 8年 3月 国道４１８号付替道路工事着手

平成14年 3月 水没等家屋移転補償契約（全４９戸）完了

平成17年 6月 基本計画変更告示（工期変更（平成28年度））

平成19年 11月 木曽川水系河川整備基本方針策定

平成20年 3月 木曽川水系河川整備計画策定

平成21年 12月 検証の対象とするダム事業に選定

平成22年 3月 国道４１８号付替道路 八百津～潮南区間の供用開始

平成22年 12月
「新丸山ダム建設事業の関係地方公共団体からなる検討の場」を設立（H22.12.22）

（平成22年12月22日から平成25年4月19日まで5回の「幹事会」と2回の「検討の場」を開催）

平成25年 7月 国土交通大臣による対応方針[継続]の決定（H25.7.31）

平成27年 1月 木曽川水系河川整備計画（変更）を公表

平成27年 2月 国道４１８号付替道路（潮南以東区間）工事着手

平成27年 7月 基本計画変更告示（工期変更（令和11年度）事業費変更（2,000億円））

平成28年 9月 転流工工事着手

平成29年 10月 付替県道井尻八百津線の供用開始

令和3年 3月 丸山ダムを特定多目的ダム法に基づく「特ダム化」する手続きが完了

令和3年 12月 ダム本体工事着手

令和5年 3月 「新丸山ダム周辺地域振興ビジョン」の策定

４）事業の経緯
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しん まる やま

４）事業の経緯 令和５年６月２日の丸山ダム放流状況

7約 ４，４００m3/s（撮影日：2023年6月 2日）



しん まる やま

５）事業の経緯 ダム本体工事の進め方
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５）事業の経緯 ダム本体及び関連工事の現況
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しん まる やま

３）事業の経緯 令和５年６月２日の丸山ダム放流状況
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２．新丸山ダム建設事業における取り組み

１）次世代型コンクリート打設システムに挑戦







コンクリートの構成材料
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２）カーボンニュートラルの実現に向けた取り組み



しん まる やま

３）地域活性化の取り組み
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『新丸山ダム周辺地域振興ビジョン(Ｒ５年３月)』を策定し、２市２町と様々な主体が幅広い分野において、つなが
り連携し、周辺地域の魅力を高め、地域の満足度を継続的に高める。

【地域資源】豊かな自然・風景、歴史・文化、食、伝統芸能 交通インフラ施設 等


